コースプランナー解説　　　市脇翔平
1．はじめに

　今回のコース設定に当たって意識したことは、男子は「体力・走力を活かしたオリエンテーリングが出来る選手が上位を狙えるコース」「ミスを抑えて走れればトップレベルの速さでなくても通過出来るコース」、女子は「自信のあるルートを選び、基本に忠実なオリエンテーリングが出来る選手が優勝（すなわち）通過出来るコース」となることを意識した。従って、男女とも例年よりやや難易度を落とした設定となっている。

以下、ＭＳ・ＷＳの各コースについて解説・分析していく。

２．ＭＳ解説
1 伴　毅　　　 1:02:48　京都大学4

2 松尾　遼
1:06:38　京都大学3

3 福井 直樹
1:07:52　大阪大学2
△→１
ポスト位置が傾斜変換で分かりやすい。ミクロのチョイスはあれど、大きなルートの差異はない。トップラップは優勝候補だった寺田(京都３)。寺田はラス前コントロール不通過で失格となるも、ここを含む計6つのレッグでトップラップを獲得している。

１→２
脱出での登坂力と、アタックで正しい尾根を降りられるかを試した。チェックポイントからの距離を意識すれば容易。松尾が相対値93の圧倒的なタイムで、寺田を抜き首位に浮上。

２→３
レッグ線やや左を行き無駄なアップダウンを削るルートが正解だったようだ。ここまで安定したラップを刻んだ福井が松尾をとらえて首位に浮上。その後８ポで寺田に抜かれるまで首位をキープ。ちなみにここのトップラップは大箱(京都３)。どうやら２ポでミスして３ポを先に見てしまったらしい。

３→４
脱出は松尾ルート、アタックは福井ルートが速いと考えられる。MO１位の田中悟さんはそのルートを選択し、全体でトップラップを獲得している。

４→５
まっすぐ行くだけのショートレッグ。ここで１０秒以上のミスタイムが発生した選手はもう一度アタック→脱出→プラン→実行といったポスト周りの基本動作を確認しておくことを強く推奨する。

５→６

唯一とも言える勝負レッグ。上位３人は全員右の道周りルートを選択。このルートは一見簡単そうだが、道の乗換えや、最後に５番道から外れて正しい尾根に乗る際にコンパスを見ること、現在地に自信を持つことが重要である。うまく行けなかった選手は尾根辿りの練習に励んでいただきたい。

　他に考えられるルートとしては、まずは左の道周りがある。難易度はかなり低いが、最後の登り返しが厳しい。もう一つ、途中までは右で、２番道を登りきらずに６番道をコンタリングしてアップを削るルートがある。トップエリートクラスであればこのルートが最速だと考えられるが、６番道の入り口がわかりにくいと予想され、非常にリスキーであるので、セレクションということもあり、ＭＳクラスでこのルートを選択した選手は居なかったようだ。（ＭＯでは居たようだが、失敗に終わったそうだ）

　余談だが、このレッグの１位から３位が伴、松尾、福井なのは偶然だろうか。

（さらに余談だが、女子も勝負レッグの6→7の１位から３位が江角、石川、内海となっている）

６→７

プランナーの予想に反し、難易度が最高となったレッグ。ミスをしてしまった選手は、そのミスの原因がプランにあるのか実行にあるのか、しっかり分析して欲しい。

上位者では、松尾がコンパスワークをおろそかにしたのであろう、アタックで降りる沢を間違えるミスをしている。

７→８

大きく分けて救護所を通るか通らないかのルートチョイスがある。どちらのルートにもタイムに大差は無いようだ。

８→９

アタックに多少の違いが見られるが、道走り主体の簡単なレッグ。岡本（京都３）や倉本（京都２）といった体力に自信のある選手が上位ラップを獲得している。

９→１０、１０→１１

後半の連続ショートレッグ。上位陣はおおむね無難にこなしている。

１１→１２

脱出ではルートが分かれるかと思ったが、現地の状況もあり出戻りが多かったようだ。

アタックも右と左に分かれるが、右を選んだ福井は分岐を間違えるミスで、順位を落としてしまう。

１２→１３、１３→１４

最後まで落ち着いてこなして欲しい。アタックポイントの設定をきちんとしないと細かいミスタイムが生じてしまう。

結局、安定した走りを見せた伴が想定ウィニングに近いタイムで1位通過、細かなミスが目立った松尾、福井が続き、福田(京都４),岡本（京都３）,堀（大阪２）が通過を果たした。

３．WＳ解説
1　江角　友美
1:17:14
 奈良女子大学2

2　石川　実起
1:32:51
 奈良女子大学3

3　内海　真弓
1:39:16
 京都大学2

△→１
道から沢に落ちるだけのレッグ。右手の斜面が緩くなってから道から離れればよい。

道からどこで離れるか考えすぎた人にミスタイムが生じたようだ。

トップラップはシード選手の西谷（京都女子４）だが、ロングレッグで大きくミスし入賞はならなかった。

なお、この１ポからの脱出で方向をあまり見ず脱出し、現在地ロストした者が多かったようだが、道でなく地形を見れば、１ポの脱出は尾根上の道を上っていくだけでよいので、リロケートの必要はない。

１→２

正しく道を辿り、右手の沢に入るレッグ。平易。登りの体力を試した。

自信のあるルートを選ぶことが重要だったのでしょうね。

２→３

短いが、植生が悪い中での尾根辿りを要求される難レッグ。

尾根辿りしながら左手を見て、2個目の尾根、平らで大きめの尾根というイメージを事前に読んでおくことが重要である。

上位陣でもミスが目立つ。特に石川は20分近いミスをしてしまった。内海も同様に手前の尾根に入ってしまいミス。最悪降りていくと道路に出るので、何も分からなくなった場合は道路上まで出た方が速い。

３→４

脱出で尾根を降りる方向さえ間違えなければ問題ないレッグ。予習していた（？）石川がトップラップを記録している。

４→５

ショートレッグ。下手に登りを避けようとすると距離が大きく伸びてしまうので、直進で行って欲しかった。意外にも道周りが多かった。なお、設置の際に確認したが、４ポの位置から５ポは視認できる。正置のあとは顔を上げて遠くを見ることが重要である。

５→６

うまく行けばまっすぐルートが速いが、道周りが無難である。レースの状況に応じて攻めか守りかを判断して欲しい。石川は隣接コントロールに引っかかってしまった。

６→７

勝負レッグ。男子コース解説で触れたように、このレッグの上位3人がそのままの順位で入賞している。プランナー想定としては、尾根上の5番道を使うほぼまっすぐのルートがベストで、次善としてその右の4番道を使うルートが見えて欲しかったが、同時に多くの選手が左側に大きく道を回るルートを選ぶことも予想していた。入賞者の中で唯一、内海がまっすぐルートを選ぼうとしたものの、道の入り口がわかりにくかったようでロストし、左回りに変更している。

まっすぐルートは道の入り口さえ分かれば大きな地形を見ていくだけでよいので、特別難しいという訳ではない。今回まっすぐルートを選んでミスしてしまった選手や、左ルートを選んだ選手は、練習会などで攻めのルートを選んで技術力をつけて欲しい。

７→８

救護所を通る通らない、アタックに小径を使う使わないのルートチョイスがあるが、タイムにさほど差はないので、自分に自信のあるルートを選ぶことが求められるレッグ。ポストはほぼ道上だが、デフは道ではないことは留意しておかなければならない。

８→９

ここから下り基調になり、ナビゲーションとスピードの調整に注意しなければならない。

きのこ栽培地の立入禁止テープに戸惑った選手も多かったようだ。ポスト位置は小凹地で、道からは見えなかったようだ。

９→◎

順位に大きく変動はなかったが、ルート図を見るとミスも見られるので、最後まで気を抜かずにナビゲーションして欲しい。

４．総括

男女とも概して予想通りの優勝タイムとなった。選手権クラスに見事選ばれた選手は、インカレ本番でも是非活躍して欲しい。残念ながら選ばれなかった選手も、一般クラスで上位を目指して励んで欲しい。オリエンテーリングは代表選手以外も全国大会に出場できる珍しいスポーツである。全参加者に活躍できるチャンスがあると考えて欲しい。

　まずは、簡単なレッグを大きなミスなくこなす練習を積んで欲しい。そのためには、机上での地図読みの練習と、テレインでの実際のオリエンテーリングの両方が不可欠である。各自が目標に応じて練習し、練習で得られたオリエンテーリングの技術を未来の新人に伝えていって欲しい。

　なお、新人コースについても少し触れておくが、新人男子は予想以上に速い結果であり、速報を見て驚いたと同時に、頼もしく思った。これからもオリエンテーリングを楽しみ、どんどん速くなっていくと楽しみである。女子については、参加者がすくなったこともあり、未知数なところが多いが、各自思い思いにオリエンテーリングと関わっていただければ幸いである。
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